


























































































































応答 -- 子どもの応答､あるいは母親の行動 →
子どもの応答 -- 母親の応答という､行動の連錦
としてとらえられる｡
第10章は､Ferrier,L.の"Word,contextand
imitation"である｡生後1年間の育児過程で､母
子が相互にそれぞれの行動について一連の予期を
形成し､そのような予期がその後のコミュニケー
ションの基盤になるとみなされている｡そして､
母親の話しかけの内容とその文脈とに注目しなが
ら､子どもの発話過程を模倣理論によって解明し
ようとしている｡
最終章は､編訳者である鯨岡峡の ｢初期母子関
係における問主観性の領域｣である｡乳児期初期
の母子のコミュニケーションをミクロ分析して､
行動科学的に母子間のやり取りを理解しようとす
るとき､母と乳児の相互の応答は自動的になされ
るもののように把握されやすい｡そのとき､母親
の応答の違いは､たんに母親の個人差であるとみ
なされることになる｡しかし､それで果たして母
子のコミュニケーションの内実が理解できたとい
えるのだろうか｡この鯨岡の論文は､その点の問
題を鋭く決 りだしてくる｡｢母親は赤ん坊の行動
に直接応じているというより､子どもの行動や様
子から感じ取ったことを基に応じている｣のでは
ないのだろうか｡この ｢感じ取る｣というフィル
ターを経過して､母親にも乳児にも対人的な応答
が発生するのではないのだろうか｡鯨岡の ｢間主
観性｣(inter-subjectivty)は､その問題に正面か
ら迫ろうとする概念である｡
以上のように､本書には乳児期における母子間
のコミュニケーションを､行動科学的な客観主義
に立脚して分析する立場から､相手から感じられ
るものに心を開き､相手の心を読み解くといった
｢臨床的｣な立場にまでわたる論文が収められて
いる｡その意味で､母子のコミュニケーションの
成 り立ちを考えるうえで､貴重な材料と視点を提
供しているといえよう｡
(1990.9.30受理)
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